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、
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／
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特集 
おしえて、雫石町議会

撮影場所：ホテル森の風鶯宿
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今
特
集
で
は
議
会
の
役
割
や
話
し
合
い
の

進
み
方
、
町
の
決
ま
り
ご
と
が
ど
の
よ
う
に

決
ま
っ
て
い
く
の
か
を
、
で
き
る
だ
け
や
さ

し
い
言
葉
で
ま
と
め
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
議
会
の
活
動

が
子
ど
も
た
ち
に
も
わ
か
る
よ
う
に
説
明
し

て
ほ
し
い
」、「
議
会
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

工
夫
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
や
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
学
び
や
す
く
参
加
し
や
す
い
機
会
を
つ

く
り
、
ま
た
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
18
歳
に
な
れ
ば
、
一
人
ひ
と
り
が
選
挙
で

投
票
で
き
る
一
票
を
持
ち
、
町
の
未
来
に
自

分
の
意
思
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
特
集
が
、
ご
家
庭
や
学
校
で
話
題
に
し
て

い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
り
、
世
代
を
こ
え

て
町
の
未
来
を
考
え
る
一
歩
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

特集町議会ってなぁに

町民

願いを
伝える

皆さんの声を聞く

町の計画やお金の使い方、きまりな
どを決める
町の仕事に町民の意見を反映させる

町の仕事や予算、きまりなどを提案する

町民のために
仕事をする

選ぶ 選ぶ

町長
（執行機関）

町議会
（議決機関）

選挙

議会の仕組みはどうなっているの
お
し
え
て
、
雫
石
町
議
会

今
号
の
特
集
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
18
歳
か
ら
の
選
挙

に
つ
な
げ
る
」
こ
と
を
テ
ー
マ
に
お
届
け
し
ま
す
。

　皆さんは普段、水道の水を使い、道路を通って学校に行きます。お友達と公園で遊
ぶこともあります。
　水道、道路、学校、公園などをつくったり、管理したりするのは主に町の仕事で、
どれも大切です。ですからみんなで話し合い、つくり方や使い方を決めることが必要
です。
　でも町民が全員で話し合うのはむずかしいため、町民に選挙で選ばれた
代表者(=議員)が皆さんのかわりに話し合いをします。
　それが町議会です。議員は生活と社会が、豊かでよりよいものにするために、町議
会は大切な役割をはたしています。
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議員ってなにをするの

議場ってどんなところ

雫石町議会議員は、町のことを話し合うために、町民の代表
として選ばれた人で、２５歳から立候補できます。選挙は４年
ごとに行われ、投票は１８歳からできます。また、１６人の議員
から「議長」と「副議長」が選ばれます。
議長は町議会の代表で、会議を進めたり、まとめたりします。
※現在の議員は、１５人（男１３人、女２人、１人欠員）です。

町議会議員は町のみんなの代表

・町民からの相談・要望等を聞き、議会で伝えます。
・�町内の学校や施設、道路などを安心して利用できる
かチェックします。
・町の困りごとを一緒に考えます。

議員活動（町のみんなとつながる仕事）

・町の大切なルール（条例）を決めます。
・町のお金の使い方（予算）を決めます。
・お金の使い方が正しかったか（決算）をチェックします。
・町の仕事がきちんと行われているかを話し合い、調べます。
・町の考えについて質問したり、意見を言ったりします。
・�国や県に「こうしてほしい」と要

よう

望
ぼう

（意見書）を出します。

議会活動（町の未来を考える仕事）

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

議員って
どんな人なの？

どんな仕事を
しているのかな？

❶ 議長席
　ものごとを決めるために、
話し合いをまとめて進める
議員を「議長」といいます。
❷ 町長席
　町長は、町民のくらしをよ
くするため、仕事を計画し
て、町議会に相談・提案し
ます。
❸ 説明員席
　町長と一緒に町の仕事を
進め説明する管理職。
❹ 演

え ん

壇
だ ん

　発表・提案するときは、
ここで話します。

❺ 発言席
　質問する議員はここで話
します。
❻ 議員席
　議員は、決められた席に
座っています。自分の席か
ら質問する事もあります。
❼ 傍

ぼ う

聴
ちょう

席
せ き

　誰でも本会議をここから
見学することができます。
車イスの方でも安心して見
学できるスペースもあります。

❹

❶

❻

❸ ❸

❺
❷

❼
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どんなふうに話し合うの
【町議会のスケジュール（例）】

1 月 ○第 1回臨時会 本会議  委員会

2 月 ○第 2回定例会 本会議  委員会

3 月

4 月

5 月

6 月 ○第 3回定例会 本会議  委員会

7 月 ○第 4回臨時会 本会議  委員会

8 月

9 月 ○第 5回定例会 本会議  委員会

10 月

11 月 ○第 6回臨時会 本会議  委員会

12 月 ○第 7回定例会 本会議  委員会

町議会の期間
は各定例会・
臨時会の初日
の本会議で決
められます。

　議員があつまって町議会が開かれます。
　議員を集めることを招

しょう

集
しゅう

と言い、招集は町長が行い
ます。町議会には、毎年4回開かれる会議「定例会」
（3月・6月・9月・12月）と急いで決めなくてはな
らないことができたときに開かれる会議「臨時会」が
あります。
　会議では町長から、町の仕事の計画やお金の使い方
についての説明を受け、それに賛成か反対かを議員が
話し合って決めています。
　また、会議には議員全員で話し合う「本会議」と担
当を分けて話し合う「委員会」があります。

話し合いのしくみ

町議会の進め方
●�町長が町の仕事の計画やお金の使い方などを
提案する
●提案の内容を説明する
●各議員が質問する
●�賛成または反対の立場で意見をのべる
●賛成か反対かを採決する　など

全員で話し合う場

本会議

●�議案について、さらにくわしく調べたり話し
合ったりする
●�委員会で話し合った内容をみんなに報告

たくさんの仕事を種類ごとに分けて少な
い人数で、より専門的に話し合う場

委員会

御
明
神
小
学
校 

5
年

�

原は
ら　

結ゆ

愛い 

さ
ん

⃝
�

ど
ん
な
仕
事
を
し
て

る
ん
で
す
か
？

⃝�

学
校
の
プ
ー
ル
が

所
々
壊
れ
て
い
る
。

綺
麗
に
し
て
ほ
し
い
。

御
明
神
小
学
校 

5
年

�

小こ

坂さ
か　
珠み

寿こ
と 

さ
ん

⃝
�

通
学
距
離
が
遠
く
て

ク
マ
も
出
る
の
で
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗

り
た
い
。

⃝�

御
明
神
に
も
集
ま
っ

て
遊
べ
る
場
所
が
ほ

し
い
。

雫
石
中
学
校 

3
年

�

佐さ

藤と
う　
結ゆ
い 

さ
ん

⃝
�

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
練

習
会
場
へ
の
送
迎
が

あ
っ
た
ら
い
い
で
す
。

議
会
に
議
会
に

聞
いて
み
たい
こ
と

聞
いて
み
たい
こ
と

お
願
い
し
たい
こ
と

お
願
い
し
たい
こ
と
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委員会ってなぁに

雫
石
中
学
校 

2
年

�

工く

藤ど
う　
空そ

良ら 

さ
ん

⃝
�

学
校
支
援
員
の
先
生

な
ど
が
増
え
、
個
別

で
勉
強
を
教
え
て
も

ら
え
る
機
会
が
増
え

る
と
い
い
と
思
い
ま

す
。

雫
石
小
学
校 

３
年

横よ
こ

手て  

瑠る

那な 

さ
ん（
中
央
）

⃝
�

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
パ
ー

ク
の
よ
う
な
公
園
を

つ
く
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

⃝�

今
あ
る
公
園
に
新
し

い
遊
具
を
増
や
し
て

ほ
し
い
で
す
。

⃝�

季
節
で
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
を
考
え
て
ほ

し
い
で
す
。

（
東
京
に
住
ん
で
い
る

い
と
こ
と
一
緒
に
考
え

ま
し
た
。）

広 報

広報誌□□□□□ No.00●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●

広報誌
□□□□□ No.00

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　町全体の仕事の進め方や、
農業や畜産業、林業、商工業
や観光業の振興、道路、河川、
町営住宅などの管理、防災、
上下水道の運営などについて
調査し話し合います。

　議会の内容を掲載している
「議会だより」の作成や、町
民に議会の仕事の報告や、町
民からの希望や意見を聞いた
りする会を行ったりします。

　学校教育の充実やスポー
ツの振興、高齢者・児童生
徒・障がい者なとの福祉や
医療などについて調査し話
し合います。

総務産業常任委員会 広報広聴常任委員会教育民生常任委員会

委員会の種類
～議員は必ずどれかの常任委員会に入ります～
　委員会は、テーマごとに少人数でくわしく調
べたり、話し合ったりします。

常任委員会では、担当している分野についてくわしく知り、よりよい考えを見つける
ためにほかの市や町の進んだ取り組みを見に行き学んでいます。

　議会の進め方やルールなど
について話し合い決定します。

議会運営委員会 　特別委員会は特定のことにつ
いて調査研究するために、その
つど特別に設置されます。今回
は議員定数や報酬等についての
調査事項を話し合います。

議員報酬等適正化調査特別委員会

雫
石
中
学
校 

2
年

�

髙た
か

橋は
し　
凛り

空く 

さ
ん

⃝
�

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
め
る
場
を

つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

⃝�

議
会
見
学
会
な
ど
議

会
に
ふ
れ
る
機
会
が

ほ
し
い
。
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わたしたちの意見はどうすればいいの

　町の仕事などに要望があるときは、町議会に直接、
文章で伝えることができます。
　議員を通して提出するものを「請願」といいます。
　議員を通さずに提出するものを「陳情」といいます。

　町民からの要望がある
と、議会はこのような話し
合いをかさねます。
　地域にとっての願いであ
る「公園の建設」もさまざ
まな考え方をもった多くの
議員によって検討され、町
の仕事として実現します。

　町民の皆さんが雫石町議会に要望を伝えたいときに
は請

せい

願
がん

・陳
ちん

情
じょう

という制度があります。

請願・陳情ってなんだろう

たとえば、
みんなの公園ができるまで

願いを
伝えます。

みんなの願いをよく調べて話
し合い、町長に伝えます。

町長からの計画（議案）に
ついて話し合い、公園をつ
くるかどうか決めます。

町議会で決
まったこと
をもとに、町
は仕事を進
めます。

どんな公園をつく
るのか、いくらお金
がかかるかを調べ
て、町議会に計画を
伝えます（議案）。

公園をつくってほしい

完成‼

町民

町長 町議会

雫
石
中
学
校 

2
年

�

煙け
む

山や
ま　

惣そ
う

太た 

さ
ん

⃝
�

ぜ
ひ
雫
石
に
フ
ァ
ス

ト
フ
ー
ド
店
を
出
店

し
て
頂
き
、
若
者
が

気
兼
ね
な
く
出
入
り

で
き
る
場
所
が
ほ
し

い
。

右
か
ら

御
所
小
学
校 

4
年

�

澤さ
わ

田だ　
唯ゆ

衣い 

さ
ん

⃝�

ラ
ン
ド
セ
ル
の
中
身

が
重
す
ぎ
る
よ
。

御
所
小
学
校 

4
年

�

高た
か

橋は
し　
乃の

愛あ 

さ
ん

⃝�

友
だ
ち
が
近
く
に
住

ん
で
い
た
ら
も
っ
と

楽
し
い
の
か
な

雫
石
中
学
校 

3
年

�

千ち

葉ば  

那な

都つ

希き 

さ
ん

⃝
�

町
内
の
空
き
テ
ナ
ン

ト
な
ど
を
利
用
し

て
、
年
齢
問
わ
ず
集

ま
っ
て
勉
強
し
た
り
、

遊
ん
だ
り
で
き
る
場

所
が
ほ
し
い
で
す
。

⃝�

雫
石
町
の
ボ
ウ
リ
ン

グ
人
口
を
増
や
し
た

い
で
す
。
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わたしたちも参加している町議会

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

～議会は、みんなの声で動いています～

　議場ではどんなことが話し合われているか、皆さんも直接
その様子を見たり、聞いたりできます。

傍
ぼう

聴
ちょう

　議場の様子を町のホームページからインターネットを通じ
て中継を見ることができます。

議
ぎ

会
かい

中
ちゅう

継
けい

　広報紙（しずくいし議会だより）を発行して、町議会の活
動内容を伝えています。
　各行政区の区長さんを通じて配っています。

議
ぎ

会
かい

広
こう

報
ほう

紙
し

町の未来は、みんなでつくる
議会は遠い存在ではありません。
雫石町で暮らす一人ひとりの思いが、

話し合いを通して町の未来につながっています。

雫
石
中
学
校 

2
年

�

矢や

幅は
ば　

旬し
ゅ
ん 

さ
ん

⃝
�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

専
用
コ
ー
ト
施
設
が

ほ
し
い
。

雫
石
小
学
校 

5
年

�

高た
か

橋は
し　
湊み
な

斗と 

さ
ん

⃝
�

ク
マ
の
心
配
を
し
な

い
で
思
い
っ
き
り
遊

べ
る
場
所
を
つ
く
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

左
か
ら

御
所
小
学
校 

５
年

�

①
上う
わ

野の　
悠は
る

真ま 

さ
ん

御
所
小
学
校 

３
年

�

②
川か
わ

崎さ
き　
耀あ
き
ら心 

さ
ん

御
所
小
学
校 

５
年

�

③
髙た
か

藤ふ
じ　
悠ゆ
う

都と 

さ
ん

御
所
小
学
校 

５
年

�

④
左さ

近こ
ん　
風ふ
う

磨ま 

さ
ん

①�

い
つ
で
も
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
の
練
習
が

で
き
る
場
所
が
ほ
し

い
。

②�

ス
ポ
ー
ツ
が
た
く
さ

ん
で
き
る
環
境
を
整

え
て
ほ
し
い
。

③�

給
食
最
高
で
す
。
あ

と
一
品
増
え
な
い
か

な
。

④�

外
で
遊
べ
と
言
わ
れ

て
も
ク
マ
が
怖
く
て

な
か
な
か
遊
べ
な
い
。
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雫
石
町
議
会
の

議
員
定
数
と
報
酬

どうする今検討するのかなぜ

議論を進めるのどう

　
人
口
減
少
が
進
む
現
在
、

全
国
的
に
議
員
の
な
り
手
不

足
問
題
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
雫
石
の
将
来
を
担
う
い

ろ
ん
な
人
が
町
政
に
参
加
す

る
機
会
を
広
げ
、
さ
ら
に
議

会
の
活
性
化
と
開
か
れ
た
議

会
運
営
に
取
り
組
む
た
め
、

議
員
定
数
と
議
員
報
酬
の
見

直
し
が
必
要
と
考
え
た
も
の

で
す
。

　
特
別
委
員
会
は
令
和
７
年

11
月
28
日
に
開
か
れ
た
第
６

回
臨
時
会
で
設
置
し
、
構
成

議
員
は
議
長
を
除
く
全
議
員

と
し
ま
し
た
。
委
員
長
に
は

横
手
寿
明
議
員
、
副
委
員
長

に
は
加
藤
眞
純
議
員
が
互
選

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
別
委
員
会
で
は
県
内
他

自
治
体
や
全
国
の
類
似
団
体

の
議
員
定
数
並
び
に
議
員
報

酬
の
状
況
を
調
査
し
、
本
町

議
会
議
員
の
活
動
量
調
査
を

行
い
、
そ
の
活
動
量
に
応
じ

た
「
原
価
方
式
」
に
よ
り
報

酬
額
の
見
直
し
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

新たな原価方式による議員報酬の算定式

× 首長の給料 　　円

＝ 議員報酬額 　　円
首長の職務遂行日数 　　日

議会・議員の活動日数 　　日

　
雫
石
町
議
会
で
は
次
の
一
般
選
挙
（
令
和

９
年
７
月
予
定
）
に
向
け
、
適
正
な
議
員
定

数
と
報
酬
の
検
討
を
進
め
て
い
く
と
し
て

「
雫
石
町
議
会
議
員
報
酬
等
適
正
化
調
査
特

別
委
員
会（
以
下「
特
別
委
員
会
」と
い
う
。）」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

町
民
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
今
後
お
聞
き

し
、
雫
石
町
の
未
来
と
議
会
の
将
来
の
あ
り

方
を
見
据
え
て
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え

て
い
き
ま
す
。
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な調査も開始具体的

と課題はどうなのか現状

議
会
の
視
点

　
雫
石
町
が
こ
れ
か
ら
の
未
来
も
存
続
で
き
、
そ
の

時
に
多
く
の
町
民
が
議
員
に
立
候
補
し
や
す
く
な
る

環
境
や
条
件
を
整
え
る
た
め
、
議
員
報
酬
を
増
額
す

べ
き
か
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
議
員
報
酬
は
、
議
員
活
動
と
し
て
の
「
役
務
の
対

価
」
で
あ
り
、
生
活
を
す
る
た
め
の
「
生
活
給
」
を

前
提
と
し
た
給
与
で
は
な
い
、と
言
わ
れ
る
一
方
で
、

近
年
の
地
方
自
治
法
な
ど
の
改
正
に
よ
り
、
議
会
や

議
員
の
活
動
量
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

議
員
の
活
動
に
多
く
の
時
間
が
必
要
と
さ
れ
、
他
の

仕
事
を
兼
業
す
る
議
員
も
、
そ
の
仕
事
に
充
て
る
時

間
が
減
少
し
収
入
も
減
る
た
め
、
議
員
報
酬
が
そ
れ

に
見
合
わ
な
い
場
合
、「
少
な
い
議
員
報
酬
で
は
生

活
で
き
な
い
」
と
い
っ
た
理
由
に
よ
り
、
議
員
に
な

る
こ
と
を
選
ば
ず
、
立
候
補
を
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

す
る
原
因
の
一

つ
と
も
な
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
町
議
会
で
は
あ
ら
か
じ

め
各
議
員
の
令
和
６
年
、

令
和
７
年
に
お
け
る
議

会
・
議
員
活
動
の
活
動
量

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
7
年
12
月
11
日
の
第

１
回
特
別
委
員
会
の
協
議

で
は
、
そ
の
結
果
を
共
有

す
る
と
と
も
に
、
他
自
治

体
と
の
比
較
検
討
な
ど
も

行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施

し
、
今
後
協
議
す
る
う
え

で
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
定

め
、
適
正
化
に
向
け
た
議

論
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　議会・議員活動は町民に見え
にくいです。その内容は定例会
や臨時会のほか常任委員会の委
員活動、議案の審査、また、資
質を高めるための研修や視察、
町内で開催されるイベントなど
への出席など多種多様です。こ
の見えにくい部分を皆さんに
知っていただき、その上で議員
定数と議員報酬の適正化を検討
していきます。

　
雫
石
町
議
会
の
議
員
定
数
と
議
員
報

酬
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
雫
石
町
議
会
基
本

条
例
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
定
数

と
報
酬
額
の
変
遷
は
表
１
の
と
お
り
で

す
。

　
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
中
、
町

の
課
題
は
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま

す
。町
民
の
幅
広
い
意
見
を
集
約
し
て
、

地
域
社
会
の
あ
り
方
を
議
論
す
る
議
員

に
は
多
様
な
人
材
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

多
様
な
人
材
と
は
男
女
問
わ
ず
に
被
選

挙
権
を
有
す
る
町
民
で
、
雫
石
町
の
発

展
の
た
め
に
尽
力
し
て
く
れ
る
人
材
を

指
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
や
若
者
、
子
育
て
真
っ
最
中
の

方
々
な
ど
、
多
種
多
様
な
町
民
が
議
員

に
な
れ
る
環
境
を
整
え
、
活
動
し
や
す

く
す
る
た
め
の
待
遇
を
改
善
し
て
い
く

こ
と
も
課
題
の
一
つ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
表１　雫石町議会における議員定数と報酬額の変遷

年　度 定　数
議員月額報酬（単位：円）

議　長 副議長 議　員
平成 ８年度以前 22 人 295,000 240,000 230,000
平成 ８年度 298,000 242,000 232,000
平成 10 年度 303,000 246,000 236,000
平成 12 年度 306,000 248,000 238,000
平成 16 年度 296,000 238,000 228,000
平成 18 年度 306,000 248,000 238,000
平成 19 年度 20 人
平成 27 年度以降 16 人

※�平成 16、17年度の２年間は、地域経済の低迷や厳しい財政環境等を勘案し、
議員報酬を一律１万円減額し、平成 18年度より現状の報酬額に戻した。

今後のスケジュール（主なもの）
令和８年 内　容
１ ～ ３ 月 見直しに係る検討・協議
４～ ５月 条例等協議

６月 町民アンケート、懇談会等
の実施

７月 町民の意見等精査
８～ 11 月 最終報告案の協議

12 月 増額の場合「特別職報酬等
審議会」へ諮問

令和９年 内　容
１ 月 審議会答申
３月 定例会において条例案議決
４月 町民への周知

７月 改選による町議会議員通常
選挙

８月 定数・報酬改正の場合
新定数・新報酬の適用

削
減
か

現
状
維
持
か
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12 月定例会のあらまし
⃝
�

旧
上
長
山
小
学
校
利
活
用
事
業
の�

補
正
予
算
は
議
会
の
理
解
を
得
て
か
ら
執
行

⃝
�

町
選
挙
公
営
に
係
る
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
・

ポ
ス
タ
ー
経
費
の
限
度
額
引
き
上
げ

⃝
�

水
道
料
金
、令
和
８
年
４
月
１
日
よ
り
増
額

　
令
和
７
年
１２
月
定
例
会
は
、
１２
月
４
日
か

ら
１２
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、条
例
の
一
部
改
正
４
件
、

補
正
予
算
５
件
、
そ
の
他
１
件
を
審
議
し
ま

し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
１０
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

町
民
の
た
め
に
適
切
な
町
政
運
営
が
行
わ
れ

て
い
る
か
、町
当
局
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
旧
上
長
山
小
学
校
利
活
用
事
業
の

補
正
予
算
３
事
業
に
関
し
、
５
人
の
議
員
よ

り
質
議
が
あ
り
、
町
長
は
、
こ
の
事
業
に
つ

い
て
、
議
会
に
説
明
後
、
理
解
を
得
ら
れ
る

ま
で
執
行
し
な
い
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
採
決
で
は
、
全
補
正
予
算
は
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

令和７年度補正予算（一般会計及び特別会計）

補正予算、条例
の一部改正な
ど１０ 件を可決

 

主
な
補
正
予
算

社
会
福
祉
政
策
推
進
事
業

〇
福
祉
灯
油
等
助
成
金　
１
０
５
０
万
円

　
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、

福
祉
的
支
援
を
要
す
る
生
活
困
窮
者
に
対
し

て
灯
油
、
電
気
、
ガ
ス
等
の
ほ
か
、
防
寒
用

品
や
雑
貨
類
等
の
購
入
経
費
に
県
と
町
で
2

分
の
１
ず
つ
補
助
す
る
。
1
世
帯
当
た
り
７

０
０
０
円
の
助
成
を
１
５
０
０
世
帯
を
見
込

み
実
施
す
る
。

医
療
費
助
成
事
業

〇
安
心
子
育
て
医
療
費　
２
６
２
万
２
千
円

〇
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費　
９‌

０
万
５
千
円

〇
子
ど
も
医
療
費　
２
１
０
万
７
千
円

　

４
月
か
ら
１０
月
ま
で
の
給
付
実
績
と
、こ

れ
に
基
づ
く
１１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
見
込
み

を
再
計
算
し
増
額
し
た
も
の
。

地
域
営
農
推
進
事
業

〇�

戸
沢
揚
水
機
受
益
者
支
援
補
助
金

�

２
７
６
万
１
千
円

　
令
和
７
年
５
月
１
日
に
発
生
し
た
戸
沢
第

一
揚
水
機
場
第
２
ポ
ン
プ
故
障
に
伴
う
排
水

能
力
不
足
に
よ
り
、
水
稲
の
作
付
が
で
き
な

か
っ
た
受
益
者
２‌

６
名
に
対
し
、
雫
石
町
土

地
改
良
区
が
苗
代
金
相
当
額
の
補ほ

填て
ん

金
助
成

を
行
い
営
農
支
援
を
行
う
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
雫
石
町
土
地
改
良
区
か
ら
町
に
対
し
支
援

要
請
が
あ
り
、
助
成
額
の
８
分
の
３
を
補
助

す
る
。

会計名 補正後予算額（補正予算額）

一般会計（第 ６ 号） １１５ 億 ２，１５９ 万 １ 千円
（１億 ３，７２９ 万 １ 千円増）

国民健康保険特別会計
（第 １ 号）

１８ 億 １，３７２ 万 ６ 千円
（９７２ 万 ６ 千円増）

介護保険事業勘定特別会計
（第 ２ 号）

２３ 億 ７，６９４ 万 ４ 千円
（８，２７９ 万 ３ 千円増）

後期高齢者医療特別会計
（第 ２ 号）

２ 億 ４，４９１ 万 ６ 千円
（２３７ 万 ２ 千円増）

水道事業会計（第 ３ 号） ３ 億 ８，０５８ 万 ８ 千円
（２８１ 万 ６ 千円増）
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令和７年第７回雫石町議会 12月定例会　議決結果等一覧� 会期：12月４日（木）～12月12日（金）

議案等
番　号 件　　　　　名

高
橋
　
公
史

小
笠
原
百
合
子

畠
山
　
　
操

金
子
　
一
男

坂
井
　
尚
樹

徳
田
　
幸
男

岡
本
　
忠
美

堂
前
　
義
信

横
手
　
寿
明

岩
持
　
清
美

加
藤
　
眞
純

杉
澤
　
敏
明

西
田
　
征
洋

山
崎
留
美
子

議
決
結
果

議案
第４号 雫石町水道事業給水条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 可

決
議案
第５号 令和 ７年度雫石町一般会計補正予算（第 ６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可

決
議案
第６号 令和７年度雫石町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可

決
議案
第７号 令和７年度雫石町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可

決
議案
第８号 令和７年度雫石町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可

決
○…賛成、●…反対　※幅議長は採決には加わりません。
★その他の議案、認定、発議は、全員賛成しました。

な

疑

主

質

住
宅
政
策
推
進
事
業

〇�

若
者
向
け
住
宅
取
得
支
援
奨
励
金

�

５
０
０
万
円

　
１１
月
末
時
点
で
１７
件
の
申
請
が
あ
り
、
予

算
残
額
が
６‌

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
前
年

度
１２
月
か
ら
３
月
の
申
請
実
績
が
７
件
あ

り
、
今
年
度
も
同
様
の
件
数
を
見
込
み
増
額

し
た
。こ

変

る

こ

が

わ

〇
町
議
会
議
員
及
び
町
長
の
選
挙
運
動
の
公

営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
町
議
会
議
員

及
び
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
ビ

ラ
及
び
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公
営
に
要
す
る

経
費
の
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
、
公

布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正

　
水
道
料
金
を
改
定
し
、
基
本
料
金
及
び
従

量
料
金
を
増
額
す
る
も
の
で
、
令
和
８
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

工
事
は
約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
延
長
で
き
る
。

【
横
手
議
員
】
若
者
向
け
住
宅
取
得

支
援
奨
励
金
は
、
上
限
が
１
０
０
万

円
で
あ
る
が
他
の
自
治
体
で
も
同
様
の
施
策

を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
拡
充
し
て
、
よ
り

魅
力
あ
る
施
策
に
す
る
べ
き
で
は
。

【
町
長
】
町
財
政
も
人
件
費
や
物
価
高
騰
で

相
当
厳
し
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
も
勘
案
し
な
が
ら
、
来
年
、
再
来

年
に
は
制
度
拡
充
を
し
て
い
く
。

【
堂
前
議
員
】
旧
上
長
山
小
学
校
利

活
用
の
優
先
交
渉
権
者
か
ら
提
出
さ

れ
た
事
業
計
画
書
等
に
不
明
な
点
が
散
見
さ

れ
、さ
ら
に
指
定
管
理
の
実
績
も
無
い
な
ど
、

事
業
継
続
で
き
る
の
か
不
安
で
あ
る
。
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
企
業
を
優
先
交
渉
権
者
に
選
ん

だ
の
か
。【

町
長
】
地
域
及
び
金
融
機
関
代
表

と
総
合
政
策
課
で
構
成
さ
れ
る
審
査

委
員
会
に
お
い
て
地
域
貢
献
度
や
実
現
可
能

性
等
を
採
点
し
て
選
定
し
た
。

【
岩
持
議
員
】
水
道
料
金
に
つ
い
て
、

改
正
に
よ
る
収
入
増
加
額
と
そ
れ
に

見
合
う
改
修
工
事
延
長
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

【
上
下
水
道
課
長
】令
和
６
年
度
に
比

べ
３
０
０
０
万
円
程
増
額
の
見
込
み
、

A

A

A

Q

Q

Q

若者定住につなげたい住宅取得支援奨励金

行く末が見えない旧上長山小学校
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ここが
聞きたい一般質問町政を問う

10議員が質問
一般質問は、議員が広く町政に関し報告や説明を求めたり、疑問をただしたりするものです。定例会ごとに実施されており、質問順は抽選で決定しています。

遊
休
農
地
や
荒
廃
農
地
が
増
え
て
い
る
が
今

後
の
取
り
組
み
は
。

農
地
と
し
て
利
用
可
能
な
当
該
地
に
対
し
て

は
、
所
有
者
の
利
用
意
向
調
査
を
基
に
し
て

管
理
指
導
を
実
施
し
て
い
く
。
所
有
者
の
農
業
経
営

の
現
状
を
確
認
の
う
え
、
農
地
を
手
放
し
た
い
、
貸

し
付
け
た
い
場
合
は
、
規
模
拡
大
意
向
の
あ
る
担
い

手
の
集
積
に
結
び
つ
け
る
。

国の「猫の目農政」で
は安心して稲作経営は
取り組めないよ

QA 遊
休
農
地
に
対
す
る

今
後
の
取
り
組
み
は

農
業
委
員
会
会
長 

農
地
所
有
者
の

意
向
を
基
に
対
応
す
る

質
問
者
／
岡お

か

本も
と

忠た
だ

美み 

議
員

12
ページ 遊休農地に対する今後の取り組みは 質問者／岡

おか

本
もと

忠
ただ

美
み

 議員

14
ページ GIGA スクール構想で学力向上したか 質問者／横

よこ

手
て

寿
とし

明
あき

 議員

14
ページ 犯罪被害者等支援条例の制定を 質問者／徳

とく

田
た

幸
ゆき

男
お

 議員

14
ページ 行政区公民館へエアコン設置の補助を 質問者／金

かね

子
こ

一
かず

男
お

 議員

16
ページ 主要農畜産物の生産・販売の動向は 質問者／坂

さか

井
い

尚
なお

樹
き

 議員

　令和７年第６回臨時会が 11月 28 日開かれ、令和７年
度雫石町一般会計補正予算（第５号）を含む議案８件につ
いて審議し可決しました。また、雫石町議会議員報酬等適
正化調査特別委員会の設置について発議され可決しました。

令和７年第６回雫石町議会臨時会（11 月 28 日）

一般会計補正予算（第５号）
　　補正前の額� １１３ 億 ４，７８５ 万 ９千円
　　補正後予算額� １１３ 億 ８，４３０ 万円
　　補正予算額� ３，６４４ 万 １千円

な

疑

主

質
【
徳
田
議
員
】
七
ツ
森
小
学
校
に
階

段
昇
降
機
が
設
置
に
な
る
が
、
事
故

防
止
の
た
め
の
定
期
点
検
の
実
施
と
地
震
発

生
時
や
不
審
者
の
侵
入
な
ど
有
事
の
際
の
対

応
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

【
教
育
次
長
】
階
段
昇
降
機
は
１
年

間
は
保
障
さ
れ
、
１
年
後
か
ら
は
保

守
点
検
が
必
要
と
な
る
。
有
事
の
際
の
対
応

は
、
避
難
訓
練
の
際
に
、
消
防
署
員
か
ら
車

A Q
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ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
金
の
状
況
は

感
染
症
対
策
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
必
要
だ

が
、
助
成
金
の
状
況
は
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
6‌

5
歳
以
上
の
高
齢

者
と
重
症
化
の
お
そ
れ
の
あ
る一部
の
方
に
対

し
、
2
3
00

円
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外

の
方
は
、
１
回
の
接
種
に
つ

き
2
000


円
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
予
防
接
種
は
高

齢
者
を
対
象
に
費
用
の
半
額

の
7800



円
を
助
成
し
て

い
る
。

い
じ
め
・
不
登
校
の
対
策
は

小
中
学
校
の
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
と
今
後

の
取
り
組
み
は
。

各
校
が
定
め
る
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に
基

づ
き
、
相
談
窓
口
の
周
知
、
児
童
生
徒
と
家
庭
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
、
心
と
体
の
健
康
観
察
な
ど
か
ら

い
じ
め
の
早
期
発
見
に
努
め
て
い
る
。
不
登
校
対
策

は
、
毎
月
各
校
か
ら
提
出
さ
れ
る
長
期
欠
席
等
児
童

生
徒
の
状
況
報
告
か
ら
児
童
生
徒一人
ひ
と
り
の
欠
席

日
数
や
不
登
校
の
状
態
な
ど
を
把
握
し
、
校
長
会
議

で
情
報
共
有
と
対
策
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

QQ AA

重症化を軽減する
ワクチン接種

QRコードを読み込む
と、各議員の一般質問
の動画へ進みます。

16
ページ アウトドア観光事業の取り組み成果は 質問者／堂

どう

前
ぜん

義
よし

信
のぶ

 議員

16
ページ 用水路から水があふれると聞くがどうか 質問者／西

にし
田
だ

征
まさ

洋
ひろ

 議員

18
ページ ポンプ故障への対処は 質問者／杉

すぎ

澤
さわ

敏
とし

明
あき

 議員

18
ページ 移住者受け入れ体制の具体策は 質問者／山

やま

崎
ざき

留
る

美
み

子
こ

 議員

18
ページ 町長の残任期間における目指すまちの姿は 質問者／加

か

藤
とう

眞
ま

純
すみ

 議員

イ
ス
で
の
避
難
方
法
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
た
ほ
か
、
今
後
、
必
要
な
機
材
の
要

望
が
あ
れ
ば
支
援
し
て
い
く
。

令和７年第６回雫石町議会臨時会　議決結果等一覧� 会期：11月28日（金）

議案等
番　号 件　　　　　名

高
橋
　
公
史

小
笠
原
百
合
子

畠
山
　
　
操

金
子
　
一
男

坂
井
　
尚
樹

徳
田
　
幸
男

岡
本
　
忠
美

堂
前
　
義
信

横
手
　
寿
明

岩
持
　
清
美

加
藤
　
眞
純

杉
澤
　
敏
明

西
田
　
征
洋

山
崎
留
美
子

議
決
結
果

議案
第３号 令和 ７年度雫石町一般会計補正予算（第 ５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可

決

○…賛成、●…反対　※幅議長は採決には加わりません。
★その他の議案、認定、発議は、全員賛成しました。
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こ
こ
が
聞
き
た
い 

一
般
質
問
町
政
を
問
う
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
各
議
員
の

一
般
質
問
の
動
画
へ
進
み
ま
す
。

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
、町
の
児
童

生
徒
の
学
力
は
具
体
的
に
ど
う
変
わ
っ
た
か
。

各
小
中
学
校
に
高
速
大
容
量
の
通
信
網
の
整

備
を
行
っ
て
き
た
中
で
、
令
和
７
年
度
「
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
結
果
は
、
小
学
校
で
は
国

語
、
算
数
と
も
県
平
均
を
上

回
って
い
る
。中
学
校
は
国
語
、

数
学
と
も
県
平
均
を
下
回
っ

て
い
た
。
確
か
な
学
力
の
育

成
に
は
、
児
童
生
徒一人
ひ
と

り
の「
つ
ま
ず
き
」に
着
目
し
、

各
行
政
区
公
民
館
か
ら
、
熱
中
症
対
策
と
し

て
エ
ア
コ
ン
設
置
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た

が
、
補
助
を
受
け
て
設
置
し
た
行
政
区
は
１
行
政
区

で
あ
っ
た
。
今
後
、
要
望
へ
の
対
応
は
。

全
て
の
補
助
要

望
に
対
応
す
る

た
め
に
は
制
度
の
見
直

し
が
必
要
で
あ
り
、
来

年
度
以
降
は
補
助
金
の

内
容
を
拡
充
し
、
エ
ア

コ
ン
本
体
の
購
入
に
補

県
内
の
市
町
村
で
は
、
盛
岡
市
の
み
が
犯
罪

被
害
者
等
支
援
条
例
を
制
定
し
て
い
る
が
、

隣
接
す
る
宮
城
県
や
秋
田
県
の
市
町
村
で
は
、
全
て

制
定
し
て
い
る
。
町
で
も
早
期
に
条
例
を
制
定
し
支

援
を
し
て
は
。

県
や
近
隣
市
町
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

専
用
相
談
窓
口
の
設
置
、
見
舞
金
支
給
制
度

の
確
立
な
ど
支
援
体
制
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
得
ら
れ
た
情
報
を
精
査
し
、
令
和
８
年
３
月

に
条
例
を
制
定
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

小中学校のタブレッ
ト、特定教科以外の
学習活動にも活用を

診療所に併設している
「つどいの広場」は、
町民が集える場所へ

早期実現となる支援
条例

Q

Q

Q

A

A

A

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構

想
※
で
学
力
向
上
し
た
か

行
政
区
公
民
館
へエ
ア

コ
ン
設
置
の
補
助
を

犯
罪
被
害
者
等
支
援

条
例
の
制
定
を

教
育
長 

端
末
を
活
用
し
学
力

育
成
に
つ
な
げ
た

町
長 

補
助
制
度
の
変
更
を

検
討
し
て
い
る

町
長 

条
例
を
制
定
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く

質
問
者
／
横よ

こ

手て

寿と
し

明あ
き 

議
員

質
問
者
／
金か

ね

子こ

一か
ず

男お 

議
員

質
問
者
／
徳と

く

田た

幸ゆ
き

男お 

議
員

多様な活用が期待される
タブレット端末

要望により設置された
公民館
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学
習
の
改
善
や
授
業
の
改
善
に
活
か
す
こ
と
が
重
要
と

捉
え
て
い
る
。

※
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想　

全
国
の
小
中
学
生
に

デ
ジ
タ
ル
端
末
の
配
備
を
進
め
る
国
の
構
想
。

地
域
運
営
組
織
、
今
後
の
運
営
は

町
の
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く

中
、
今
後
、
運
営
を
続
け
て
い
け
る
の
か
。

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
組
織
を

継
続
し
て
運
営
し
て
い
く
こ
と
は
、
決
し
て

容
易
で
は
な
い
。
行
政
主
導
で
は
な
く
、
住
民
主
体

の
無
理
の
な
い
範
囲
で
活
動
を
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。

部
活
動
の
地
域
移
行
に
お
け
る
課
題

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
は

こ
れ
ま
で
の
学
校
部
活
動
・
地
域
ク
ラ
ブ
活

動
状
況
調
査
等
で
挙
げ
ら
れ
た
課
題
の
解
決

に
向
け
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

令
和
６
年
度
、
状
況
調
査
を
実
施
し
た
。
挙

げ
ら
れ
た
課
題
、「
指
導
者
の
人
材
や
謝
礼

の
確
保
」、「
保
護
者
の
送
迎
負
担
」、「
運
営
や
責
任

の
所
在
」
等
に
つ
い
て
講
演
会
を
開
催
し
た
。
関
係

者
と
現
状
や
課
題
を
共
有
し
、
地
域
移
行
の
最
新
事

例
を
学
び
、
意
見
を
参
考
に
取
り
組
む
。　

助
す
る
制
度
へ
の
変
更
を
検
討
し
て
い
る
。

発
熱
外
来
の
場
所
を
新
設
し
て
は

雫
石
診
療
所
の
発
熱
外
来
と
し
て
、「
つ
ど

い
の
広
場
」
の
一
部
を
使
用
し
て
い
る
が
、

医
師
の
診
療
等
を
考
慮
し
た
発
熱
外
来
の
場
所
を
新

設
し
て
は
。

感
染
症
対
策
と
し
て
、
発
熱
外
来
の
設
置
は

必
要
で
あ
る
。
つ
ど
い
の
広
場
の
活
用
再
開

に
向
け
、恒
久
的
な
発
熱
外
来
の
あ
り
方
を
検
討
し
、

必
要
な
改
修
費
等
を
来
年
度
当
初
予
算
に
計
上
す
る

予
定
で
あ
る
。

鶯
宿
温
泉
未
活
用
施
設
の
利
活
用
と

支
援
は鶯

宿
温
泉
エ
リ
ア
の
廃
業
施
設
の
現
状
と
今

後
の
利
活
用
へ
の
支
援
は
。

安
全
対
策
と
鶯
宿
温
泉
地
域
の
活
性
化
の
観

点
か
ら
廃
業
し
た
宿
泊
施
設
が
長
期
に
渡
り

空
き
家
の
状
態
が
続
く
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
。
必

要
に
応
じ
て
安
全
対
策
を
図
る
と
と
も
に
事
業
継
承

を
検
討
す
る
民
間
事
業
者
に
対
し
て
可
能
な
範
囲
で

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

町
有
地
活
用
事
業
の
進し
ん
捗ち
ょ
く

状
況
は

町
有
地
活
用
事
業
が
計
画
通
り
進
ん
で
い
な

い
。
直
近
、
１
年
間
の
取
り
組
み
状
況
と
今

後
の
見
通
し
は
。

「
果
樹
の
苗
木
の
定
植
」
な
ど
具
体
的
な
活

動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。今
後
の
見
通
し
は
、

事
業
者
か
ら
、
厳
し
い
建
設
コ
ス
ト
や
人
材
不
足
を

踏
ま
え
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
と
伺
っ
て
い
る
。

ク
マ
に
よ
る
通
学
路
の
安
全
対
策
は

ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
が
相
次
ぐ
中
、
通
学

路
の
安
全
対
策
の
実
施
状
況
と
今
後
の
対
策

は
。

出
没
し
た
地
域
の
小
中
学
校
に
対
し
、
詳
し

い
内
容
を
連
絡
す
る
な
ど
安
全
対
策
を
講
じ

て
い
る
。
今
年
度
の
状
況
を
踏
ま
え
、
来
年
度
予
算

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

Q

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

A

犯罪被害者等支援シンボルマーク
「ギュっとちゃん」

岩 手 県

　犯罪被害に遭われた方やその家族ができる限り日常を取り
戻すためには、周囲の方の理解と支えが必要です。
　犯罪被害者等の権利利益の保護を図るため、岩手県では、
令和６年４月に「犯罪被害者等支援条例」が施行されました。

主な相談窓口
相談内容

犯罪被害等全般
(早期援助団体)

犯罪被害等
全般

交通事故関係

こころの
相談関係

司法手続き
関係

性暴力・
子ども・
若者関係

(公社)いわて
被害者支援センター 019－621－3751 平日10：00～17：00

平日8：30～17：15

平日9：00～17：45
#9110は24時間

平日9：00～17：30

平日9：00～16：00

平日9：00～17：45

平日8：30～17：15

平日9：00～18：00

平日9：00～17：00

平日9：00～21：00
土　9：00～17：00

24時間

夜間17：45～21：40
土日祝9：00～21：40

平日9：00～17：00

平日9：00～17：00
(夜間及び土･日･祝日はコール
センターにつながります)

都道府県警察の性犯罪
被害相談窓口につなが
ります。

019－629－6871

019－653－0110
警察安全相談 #9110

交通事故相談
019－624－2244

#8891
019－601－3026

#8103(ハートさん)

配偶者暴力相談支援センター
平日：019－629－9610

土日祝、夜間：019－652－4152

こども家庭テレフォン
019－652－4152

24時間子供SOSダイヤル
0120－0－78310

少年サポートセンターヤングテレホン
0800－000－7867

子どもの人権110番
0120－007－110

こころの相談電話
019－622－6955

被害者ホットライン
019－622－6236

犯罪被害者支援ダイヤル
0120－079714

岩手県復興防災部
消防安全課

岩手県警察本部
警務部県民課

岩手県立
県民生活センター

性犯罪被害相談電話
全国共通番号

岩手県福祉総合
相談センター

岩手県警察本部

盛岡地方法務局

岩手県精神保健
福祉センター

盛岡地方検察庁

日本司法支援センター
法テラス

岩手県教育委員会

(公社)いわて被害者支援センター
はまなすサポートライン
(性犯罪・性暴力)

機関名 電話番号 受付時間

作　成：
岩手県復興防災部消防安全課
メールアドレス：
AJ0010@pref.iwate.jp

（岩手県ＨＰ）
このリーフレットは､岩手県立大学の学生有志の協力を得て作成しました。

秘密は厳守します。
困ったら、迷ったら、
まずはご相談ください！

あ

知っておこう
犯罪被害者等支援

進む犯罪被害者等への支援
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こ
こ
が
聞
き
た
い 

一
般
質
問
町
政
を
問
う
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
各
議
員
の

一
般
質
問
の
動
画
へ
進
み
ま
す
。

主
要
農
畜
産
物
の
、
令
和
7
年
度
現
在
ま
で

の
生
産
量
と
販
売
額
は
。

令
和
7
年
度
１‌

０
月
末
時
点
の
Ｊ
Ａ
な
ど
へ

の
系
統
出
荷
分
は
、コ
メ
２
千
８
５２

ト
ン
、

１‌

９
億
７
千
万
円
、
野
菜
１
千
７‌

５
ト
ン
、
３
億
６

千
万
円
、
花
き
３
６
０
万
本
、
２
億
３
千
万
円
、
畜

産
３
千
７
０
０
頭
、
９
億
７
千
万
円
、
酪
農
が
約
２

千
１
２３

ト
ン
で
、
約
２
億
７
千
９
２
８
万
円
。
前

年
同
月
と
比
較
す
る
と
、
販
売
額
は
コ
メ
・
花
き
・

畜
産
が
前
年
以
上
の
伸
び
で
、
コ
メ
は
１
４
０
％
増

で
あ
る
。

土
地
改
良
区
が
管
理
す
る
御
明
神
地
区
の
用

水
路
が
田
植
え
時
期
に
な
る
と
越
水
す
る
と

聞
く
が
そ
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

土
地
改
良
区
で
は
水
門
等
の
管
理
も
適
正
に

行
っ
て
い
る
が
、
越
水
に
伴
う
被
害
に
つ
い

て
は
把
握
し
て
い
な
い
と
回
答
を
得
て
い
る
。

あ
り
ね
山
荘
へ
の
配
湯
対
策
は

休
暇
村
施
設
か
ら
、
あ
り
ね
山
荘
へ
配
湯
が

不
安
定
な
状
況
と
聞
く
が
そ
の
対
策
は
。

経
済
波
及
効
果
・
雇
用
促
進
等
の
取
り
組
み

成
果
は
。

参
加
者
の
中
に
は
、
町
内
の
近
隣
観
光
施
設

や
飲
食
店
、
温
泉
施
設
等
へ
立
ち
寄
っ
て
お

り
経
済
効
果
が
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。

株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
と
の
連
携
の
効
果
は
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ガ
イ
ド
養
成
講
座
へ
の
講
師

派
遣
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
作
成
・
販
売
等

を
取
り
組
ん
だ
。
今
年
度
末
に
道
の
駅
雫
石
あ
ね
っ

約２億円規模となる交
付金の使途は、慎重か
つスピード感を持って

クマとインフルエンザ
終息に小中学校の冬休
みを早めたかった

アウトドア事業、経済
波及効果がわからない
なぁ

主
要
農
畜
産
物
の

生
産
・
販
売
の
動
向
は

用
水
路
か
ら
水
が
あ
ふ

れ
る
と
聞
く
が
ど
う
か

ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
事
業
の

取
り
組
み
成
果
は

町
長 

花
き
・
畜
産
が
前
年
以

上
の
伸
び 

コ
メ
は
１
４
０
％
増

町
長 

管
理
す
る
土
地
改
良

区
も
把
握
し
て
い
な
い

町
長 一定
の
効
果
が
あ
っ
た

と
捉
え
て
い
る

質
問
者
／
坂さ

か

井い

尚な
お

樹き 

議
員

質
問
者
／
西に

し

田だ

征ま
さ

洋ひ
ろ 

議
員

質
問
者
／
堂ど

う

前ぜ
ん

義よ
し

信の
ぶ 

議
員

Q

Q

Q

A

A

A

Q

QA
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令
和
9
年
度
以
降
の
水
田
活
用
交
付
金
見
直

が
生
産
者
に
与
え
る
影
響
と
町
の
対
応
は
。

水
田
活
用
交
付
金
は
、
抜
本
的
見
直
し
予
定

だ
が
新
制
度
の
詳
細
は
未
定
。
飼
料
用
米
除

外
も
国
の
方
針
が
明
確
で
な
い
た
め
動
向
を
注
視

し
、
制
度
概
要
が
示
さ
れ
次
第
、
速
や
か
に
農
家
へ

説
明
す
る
。

物
価
高
騰
へ
の
支
援
事
業
の
実
施
状
況
は

今
年
度
、
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
て
き
た
物
価

高
対
策
に
対
応
す
る
支
援
事
業
の
内
容
は
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
や
低
所
得
世
帯
へ

の
支
援
金
、
学
校
給
食
費
補
助
、
光
熱
費
高

騰
支
援
と
し
て
、「
福
祉
灯
油
助
成
金
」
な
ど
物
価

高
対
策
を
実
施
し
た
。

令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
網
張
温
泉
源
泉
工

事
計
画
策
定
業
務
委
託
に
よ
る
網
張
温
泉
源

泉
の
現
状
調
査
と
工
法
別
の
比
較
検
討
を
し
て
い

る
。
今
後
も
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
継
続
的
に
対

策
の
検
討
を
進
め
る
。

鳥
獣
被
害
対
策
は

ク
マ
出
没
に
係
る
被
害
が
多
か
っ
た
が
、
被

害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
対
策
は
。

外
出
時
に
鈴
な
ど
音
が
出
る
も
の
を
携
帯
す

る
こ
と
や
、
各
家
庭
等
に
お
け
る
敷
地
内
の

放
置
果
樹
や
生
ご
み
な
ど
の
誘
引
物
を
適
正
処
理
し

て
も
ら
い
、
ま
た
見
通
し
を
良
く
す
れ
ば
ク
マ
が
隠

れ
に
く
い
こ
と
か
ら
刈
り
払
い
な
ど
環
境
整
備
を
進

め
て
い
く
。

こ
内
に
設
置
予
定
の
モ
ン
ベ
ル
コ
ー
ナ
ー
が
、
新
た

な
観
光
資
源
と
な
り
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

農
業
振
興
の
取
り
組
み
は

町
単
独
の
支
援
を
拡
大
充
実
す
る
べ
き
で
は
。

農
業
者
が
意
欲
を
持
ち
取
り
組
め
る
仕
組

み
、
新
規
就
農
者
が
入
り
や
す
い
環
境
の
整

備
を
通
じ
、
担
い
手
の
確
保
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加

を
防
ぐ
た
め
農
家
支
援
の
充
実
を
目
指
す
。

地域経済と家計を応援するプレミアム商品券

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

毎年参加者が増加しているゆるゆるデイキャンプ

安定したお湯の供給が望まれるありね山荘
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こ
こ
が
聞
き
た
い 

一
般
質
問
町
政
を
問
う
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
各
議
員
の

一
般
質
問
の
動
画
へ
進
み
ま
す
。

戸
沢
第
一
揚
水
機
場
第
２
ポ
ン
プ
の
修
繕
に

つ
い
て
の
説
明
会
で
の
内
容
は
。

令
和
８
年
度
に
町
土
地
改
良
区
が
事
業
主
体

と
な
っ
て
、
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災

減
災
事
業
（
補
助
事
業
）
に
よ
り
修
繕
を
行
う
予
定

で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

修
繕
に
当
た
っ
て
は
、
地
区
の
農
家
か
ら
負

担
金
は
徴
収
し
な
い
。
町
負
担
分
の
補
助
金

増
額
を
検
討
し
て
は
。

要
望
は
あ
る
が
、
来
年
度
予
算
に
関
わ
る
こ

と
な
の
で
、
ま
だ
未
確
定
で
あ
る
。

残
任
期
間
で
は
目
指
す
こ
と
が
多
く
あ
り
、

次
期
も
や
ら
な
い
と
達
成
で
き
な
い
の
で
は
。

次
期
は
ま
だ
明
言
で
き
な
い
が
、
人
口
減

少
・
少
子
化
対
策
の
重
点
施
策
と
し
て
「
若

者
の
定
住
・
雇
用
の
確
保
」
に
取
り
組
み
、
民
間
主

導
で
居
住
環
境
の
整
備
推
進
、
企
業
誘
致
を
進
め
、

着
実
な
雇
用
創
出
を
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
は

移
住
者
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
な
ど
、
具
体

的
な
施
策
は
。　

移
住
相
談
か

ら
定
住
後
の

生
活
ま
で
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
、「
移
住
・

定
住
相
談
支
援
窓

口
」
の
機
能
充
実
を

図
っ
て
い
る
。

戸沢地区の稲作は、施
設の老朽化と電気料金
の増大で継続困難です

わが町にはブランドが
ない、雫石ブランドを
デザインしよう

町内で抱える様々な課
題、外部視点でときほ
ぐす協力隊が欲しいな

ポ
ン
プ
故
障
への

対
処
は

町
長
の
残
任
期
間
に
お
け

る
目
指
す
ま
ち
の
姿
は

移
住
者
受
け
入
れ
体
制

の
具
体
策
は

町
長 

土
地
改
良
区
が
修
繕

を
行
う
予
定

町
長 

人
口
減
少
・
少
子
化

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と

町
長 

相
談
支
援
窓
口
の
機

能
充
実
を
図
って
い
る

質
問
者
／
杉す

ぎ

澤さ
わ

敏と
し

明あ
き 

議
員

質
問
者
／
加か

藤と
う

眞ま

純す
み 

議
員

質
問
者
／
山や

ま

崎ざ
き

留る

美み

子こ 

議
員

機能充実を図っている支援窓口

Q

Q

Q

A

A

AQA
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移
住
定
住
施
策
の
制
度
拡
充
を

若
者
向
け
住
宅
取
得
支
援
奨
励
金
に
土
地
取

得
に
対
す
る
奨
励
金
も
加
え
、
制
度
を
拡
充

し
て
は
。さ

ら
な
る
財
源
の
確
保
や
、
現
在
実
施
し
て

い
る
住
ま
い
と
子
育
て
施
策
の
全
体
的
な
整

合
性
な
ど
を
慎
重
か
つ
総
合
的
に
検
討
す
る
。

虹
の
出
る
と
こ
ろ
は
、
市
町
村
を
問
わ
ず
ど

こ
で
も
虹
は
似
合
う
。「
虹
の
似
合
う
ま
ち　

○
○
」
は
ど
の
市
町
村
に
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
没

個
性
的
で
根
拠
の
な
い
表
現
だ
と
思
う
が
、
今
ま
で

の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
か
け
た
費
用
は
。

平
成
3‌

0
年
の
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
策
定

支
援
業
務
委
託
か
ら
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
推
進
委
託
ま
で
で
3
000


万
円
ほ
ど
。

雫
石
は
全
国
で
も
数
少
な
い
永
続
地
帯
で
あ

る
。
正
確
な
デ
ー
タ
に
裏
付
け
さ
れ
、
将
来

に
わ
た
っ
て
確
固
た
る
柱
と
な
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
す
る
た
め
、
現
在
と
の
折
衷
で
「
虹
の
似
合
う

永
続
地
帯　
雫
石
」
に
し
て
は
。

今
の
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
道
半
ば
な
の

で
、
変
更
が
必
要
で
あ
る
状
況
が
判
明
し
た

際
の
一
つ
の
案
と
捉
え
て
い
く
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
周
知
を

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
件
数
が
少
な
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
直
し
や
周
知
方
法
を
検

討
し
て
は
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
空
き
家
バ

ン
ク
登
録
件
数
が
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
空
き

家
バ
ン
ク
案
内
文
書
を
町
内
外
の
所
有
者
に
発
出
す

る
な
ど
物
件
登
録
を
促
し
て
い
る
。
よ
り
効
果
的
な

情
報
提
供
の
方
法
を
研
究
し
、
実
践
す
る
こ
と
で
登

録
物
件
の
増
加
に
努
め
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
新
た
な
募
集
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
町
の
新
し
い
風
と

な
り
活
力
を
生
み
出
す
重
要
な
存
在
で
あ

る
。
新
た
な
募
集
に
関
し
考
え
て
い
る
業
務
や
部
署

は
。

単
に
協
力
隊
の
人
数
を
増
や
す
こ
と
よ
り

も
、
活
動
終
了
後
も
本
町
で
生
活
基
盤
を
築

け
る
よ
う
な
質
の
高
い
活
動
環
境
を
整
え
る
こ
と
を

最
優
先
と
し
た
制
度
設
計
を
重
視
し
て
お
り
、
積
極

的
な
募
集
は
控
え
て
い
る
。
制
度
設
計
を
踏
ま
え
た

ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
た
協
力
隊
の
募
集
に
注
力
し

て
い
く
。

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

令和 ８年度に修繕し、令和 ９年度から稼働予定

町のブランドロゴ
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

＜ここに注目＞
・�中学校の給食費無償化とアレルギー対応の児童生

徒との公平性
・子育て世代への住宅取得補助
・過去 3 年間で定住 176 件、578 人
＜感想＞
　子育て支援の充
実には財源や人材
確保など共通の課
題があるものの、
今後の施策に生か
せる有意義な視察
となりました。

＜ここに注目＞
・�事務局を設置し、文化活動とスポーツ活動をサ

ポート
・平日、休日を一体とした新たな活動
・中学生の「やってみたい」を応援する体制づくり
＜感想＞
　サポートセン
ター体制、コ
ミュニティクラ
ブの運営、財政
確保、移動課題
の対応策など、
参考になりまし
た。

< ここに注目 >
・�移住相談から住まい・空き家活用・お試し移住ま

で切れ目ない体制
・�町内にハローワークの出先機関を設け、相談～住

まい～仕事までの一本化
<感想>
　相談から移住までのスピード感を感じました。ま
た、取り組みの一つ、町外の人にも“まちづくりに
関わってもらう”「コトウラファンサポーター」な
どのユニークな取り組みは、町の関係人口づくりに
も参考になりました。
（住みたい田舎ベストランキング全国 1位）

< ここに注目 >
・�旅館関係者・金融機関・デサイナー・市役所に住

民や移住者も加わる体制で皆
かい

生
け

温泉の将来像を官
民一体で同じ地図（ビジョン）を共有

・エリアとしての魅力を磨き直す取り組み
<感想>
　温泉地・観光地をエリアで育てる考え方、そして
官民連携は、共通の目的を見える形にすることがカ
ギだと感じました。

総務産業常任委員会
［岡本忠美委員長］

視察
2

山口県柳井市 10 月 30 日
子育て支援策について

視察
１

山口県周
しゅう

南
なん

市 10 月 29 日
部活動の地域移行について

視察
2

鳥取県米子市 10 月２日
「かいけエリアデザイン」の
取り組みについて

視察
1

鳥取県琴浦町 10 月 1 日
移住定住の取り組みについて

子育て支援施策について意見交換部活動の地域移行の執行体制を学んだ

教育民生常任委員会
［徳田幸男委員長］

人口減少対策の成果がでている琴浦町 官民連携が進む皆生温泉
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　令和 ７年 11 月 15 日、町民皆さんの声を直接聴く
機会として町民懇談会（議会報告会）を中央公民館
で開催し、約 20 名が参加しました。
　山崎副議長から現在の議会の状況をお知らせした
後、参加者から意見や要望などお聴きしました。「ス
クールガードの役割とは何か。またクマ対策の講習
もしてもらいたい」といった意見に対し、議員から
は「大きな役割は子どもに対する声かけ事案を防止
することが目的。また教育委員会に子ども、スクー
ルガードの安全が守られるような対策を講じるよう
提言していく」と回答しました。
　１時間以上の懇談会の中で議会及び行政に対する
意見や要望が 15 件あり、今後の町づくりへ活かす
べく当局にも情報提供するとともに、必要なものは
提言していきます。
　このほかに寄せられたご意見などは次のとおりです。
○�町の業務執行、条例が古く実情に合わない。
○�選挙の投票率が低いことを心配している。
○�休日しかごみを出せない人もいる。七ツ森のリサイ
クルセンターは土日休みだがどうにかならないか。
○�観光協会が登録ＤＭＯとなり １年経つが町の観光
推進体制がどう変わるのか。
○�滝の上温泉の蒸気の噴出はすばらしい。観光業の
発展につなげてほしい。
○�役場の業務に対し議員は観察・指摘する立場。町
の課題に議論を重ね町に提案してほしい。

○�スマホ教室を開いてくれないかと町に依頼したが
日程の関係で断られた。
○�地域づくりネットワークはどこが主体で町は真剣
に取り組んでいるのか。
○�雫石駅に着いてからの観光地までの交通手段がな
い。
○�ＳＮＳやネットを活用し充実させてほしい。
○�新幹線が停まる雫石駅のホームにエレベーターが
ない。
○�地熱発電に町の命運をかけ取り組み、議員も勉強
会を開催してはどうか。
○�身体障がい者の思いを議員にも理解してほしい。
○�以前 ４地区で開催していたように小さな規模で懇
談会を開いてほしい。

11 月 5 日
　大分県玖

く

珠
す

町
まち

議会 
議会広報特別委員会
　委員 7名、事務局 1
名が来町。

11 月 10 日
　宮城県大河原町議会 
議会広報常任委員会
　委員 6名、事務局 1
名が来町。

２町議会が視察来町
議会だよりの編集方針などを
意見交換

〇 10 月 6 日、10 日、16 日
　議会だより 135 号編集会議を開催しました。
〇 10 月 23 日
　議会だより 135 号発行
〇 12 月 4 日
　議会だより 136 号の編集日程及び閉会中の継続調
査について協議しました

広報広聴常任委員会
［堂前義信委員長］

さまざまな意見を受けた町民懇談会

皆さんの意見と課題を聴きました民 談町 懇 会（議会報告会）

　両議会ともに「議会だより」発行における編集方
針や原稿作成のポイント、写真被写体の撮影方法に
ついて活発な意見交換を行いました。

取材方法などについて
情報交換

議場を見学する委員たち
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議員が町内を歩いて
皆さんの声を聴くVOICEシリーズ。

皆さんの声を聞きました

No.31V O C E

朝、窓から見える雄大な岩手山。
昼、仕事場の窓から見える岩手山。
夕方、帰りの車窓から見える夕陽を浴びた岩
手山。
色々な姿を見せてくれる大好きな山です。
私は自然豊かな雫石が大好きです。

廣
ひろ

野
の

　孝
たか

男
お

さん（78歳・駅前）

連なる山 と々登山道
　東日本大震災のあった 2011 年の秋に仙台
から移住しました。被災者ではなく、山が好
きで来ました。宝は、秋田駒から三ツ石、岩
手山に連なる山々ですね。そして、その山々
には昭和 22 ～ 30 年にかけて、地元の青年た
ちが登山道を開設しました。これも大事な宝
です。

高
たか

橋
はし

　洋
よう

二
じ

さん（84歳・駅前）

美しい雫石の景観
　七ツ森の頂上から、俯

ふ

瞰
かん

した雫石盆地の景
観は、大変美しい。21 歳の夏に、牧場実習で
初めて雫石を訪れ、そのすばらしさに感動し
て、ここに住んでみたいと強く思うようにな
り、現在に至っております。最近では、この
環境を利用して、「ロードバイク、ジャパン
カップ」を、などと夢想しております。

　雫石の宝物、思い浮かぶのは子どもたちで
す。少子化時代と言われ続けて数十年。その
中で、雫石に生まれ育つ子どもたちは未来を
担う大切な宝だと思います。
　地域においても子どもの成長を支え、温か
い目で見守りたいと思います。

下
しも

澤
さわ

田
だ

　葉
よう

子
こ

さん（63歳・岩持）

しずくいしの子どもたち

外
そと

村
むら

　育
いく

子
こ

さん（64歳・天瀬）

四季折々の岩手山
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在京雫石町友会会員　森　ツヤ子（旧姓 大鷲）さん 

中秋の名月と松茸
　私は雫石町時代の繋温泉で生まれ、盛岡市になった繋小中学校に通いながら雫石
川のサケやアユ、うなぎを食べて育ちました。盛岡市になって今年が７０年なそうです。
　盛岡の短大を卒業後、千葉の水産会社に就職しましたが会社はマレーシアとの合
弁会社で、私はマレーシアからの女性研修生の教育指導担当でした。9月のある日テー

ブルにススキや草花、栗などを飾っていると彼女たちから「ウワア」と歓声があがりました。後からお菓子
や月餅が出てくると待っていたのでした。東南アジアでは「中秋節」を皆で楽しむ習慣があったのですが、
日本ではお菓子をだす習慣もなく残念な思いをさせたことがあります。今年の十五夜はとても天気に恵まれ、
大きなお月さまが久しぶりに見られました。
　7年前の十五夜はお彼岸と重なりました。ベランダに草花、里芋、月見だんごを飾り付けてほっとした時
に「母危篤」の電話があり翌日帰省しました。葬儀後、実家で留守番をしていると、玄関がガラガラとあき
「おばあちゃん元気、今年は松茸が豊作だった」と見知らぬ男性が大きな包みを抱えていました。お世話になっ
た学校の先生で、定年後毎年松茸がりに見えていたようです。あと一日早ければと残念でしたが母も毎年楽
しみにしていたので喜んでいたと思います。包みの中はたくさんの松茸と大量のきのこで、早速松茸ご飯を
供えました。今年の秋も帰省しましたがきのこが届いておりました。現在は繋小中学校もなくなり、母も亡
くなりましたが先生方の優しさと愛情に感謝しております。
　在京雫石町友会会員となって雫石町出身の皆様と毎年お会いし、交流できるのはとても生きがいで楽しい
思いをしています。今年は抽選会で「菊の司大賞」が大当たりでした。
　繋から見る雫石町、岩手山は今でも心に残る大好きな景観です。雫石町の自然をどうぞ大切になさってく
ださい。クマにもまけず！

町友会での抽選会（左は同会 髙畑会長） 夫と知人とディズニーランドで

昭和 ２４ 年 ５ 月繋温泉生まれ。盛岡市立繋小中学校 -盛岡第四高校 -生活学園短大（現盛岡大学）-水産会社（マレーシアと
の合弁会社）-公務員 -ブルネイ王国在住。趣味：料理・生け花・ガーデニング。屋号：ヤナギ、そうざえもん。
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自宅でみんなと
左から福

ふ く

来さん（９ 歳）　本人  幸介さん
柊
と う か

花さん（７ 歳）、未
み さ き

早希さん（34 歳）

小
お が さ わ ら

笠原　幸
こ う す け

介さん（38 歳）｜駅前｜※盛岡市出身
ご縁があり、雫石町民になった

同じ勤務先で出会いました。A
Q お二人の馴れ初めは？

町外の人にもっと雫石の良さを知ってもら
うために、テレビやＳＮＳ等の情報発信を
積極的にしてほしいです。

A
Q 町へ望むことは？

時より見える虹や星空に心を癒やされてい
ます。A

Q 雫石町に暮らしてみていかがですか？

なかよしシリーズ㉛

中
なかむら

村 貴
たかのり

憲さん、美
み か

香さん（上町二）のお子さん
なかよし３きょうだいです。

将来の夢は何ですか？
　長女　はるさん（18 歳）：47 都道府県制覇
　次女　まりさん（17 歳）：コンサルタント
　長男　仁

じん

さん（8歳）：コンビニの社長

今月の表紙

Photo by 川代大輔

写真左から　仁
じ ん

さん
	 はるさん
	 まりさん

情報公開
●議長交際費執行状況

【議長交際費とは】
　議長等が議会を代表
し、外部との交渉、情
報収集、町政協力者へ
の謝意を表すために係
る経費で、会費や香典
などです。

【議長交際費内訳（10月～12月）】

月 葬祭費 お祝い、会費

10 月 0 件 0 円 3 件 48,000 円

11 月 1 件 20,000 円 3 件 26,000 円

12 月 0 件 0 円 2 件 12,000 円

合計 1件 20,000 円 8 件 86,000 円

※議会の動きは HP に掲載しています。

■ 編集デスク
　町民の皆様におかれましては、令和 ８年の輝かしい新春
を、健やかにお迎えのこととお慶び申し上げます。
　さて、私は今年 65 歳になりますが、国の定義では 65 歳
以上は高齢者です。若いころその年になったら悠々自適に
隠居生活でもしているのかなと想像していましたが、そう
はいかず多忙な毎日を送っています。
　本年も、見やすい、分かりやすい議会だよりの作成に努
めていきたいと思いますので、　よろしくお願いします。
� （広報広聴常任委員会副委員長：徳田幸男）

発行責任者（議長）／幅　秀哉
　　　編集委員長／堂前義信
　　　　副委員長／徳田幸男

編集委員／�坂井尚樹・金子一男�
畠山　操・高橋公史�
小笠原百合子

【訂正とお詫び】
　昨年 10 月 23 日発行第 135 号の 22 ページでご紹介した大塚直人
さんの行政区表記が誤っていました。訂正してお詫びします。

誤　上町一・二　　　正　上町三


